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軽井沢年表と別荘・避暑客の推移
毎月1日　美術館の日

1878 明冶11 9月　明治天皇北陸東海ご巡幸のおり、軽井沢に立ち寄る

1883 明治16 雨宮敬二郎、雨宮新田330万坪の宮有地・民有地を合計1,950

円で購入。の開墾と７百万本の植林に着手。

1884 明治17 上野―高崎間・官営鉄道開通。碓井新道坂本―軽井沢間開通。

1885 明冶18 高崎―横川間・官営鉄道開通。横川―軽井沢間のみ鉄道馬車で。

1886 明冶19 カナダ・トロント生まれの英国人聖公会副監督アレキサンダ

ー・クロフト（A.C.）・ショーは布教の途中、軽井沢に立ち寄り

両親の故郷スコットランドによく似た気候風景に魅せられ、７

月、家族とともに再び軽井沢を訪れ、高林薫平居宅で2ヶ月間避

暑生活を過ごす。前後して訪れた東京帝国大学講師ディクソも

佐藤万平所有の家を借り2ヶ月間避暑生活を過ごす。

1889 明治20 A・C・ショーは夏に仲間十数人を連れ再び軽井沢に滞在する。

1888 明治21 ５月　A・C・ショー、大

塚山に養蚕民家を移築し軽

井沢の第１号となる別荘を

建てる。ディクソンも佐藤

万平宅敷地内に旅篭を移築

し別荘を建てる。復元昭和

61年12月　明治8年　ショ

ー、軽井沢の教会第1号となる礼拝堂を造る。大正11年増改築

直江津線（後の信越線）直江津―軽井沢間開通。

山屋（袖山万蔵）は外人からパンの製法を教わりパン屋を開く。

明冶末には滞在する3000人以上の外人にパンを供給。

1889 明治22 英国紳商キルベ、青山学院教師ヴェール、頌栄女学校学園教

師ミス・アレキサンダーら別荘を建てる。アレキサンダーは

女子生徒20名を伴いわが国初の林間学校を行う。

1890 明治23 英国公使館別荘を建てる。外人避暑客30数名。翌年イギリス

公使館付一等書記官ガビンズが別荘建築。神父以外に外交官

も避暑・別荘族に加わる。

1893 明治26 4月　碓氷線アブト式鉄道、

横川―軽井沢開通。直江津―

軽井沢―横川―上野間全通

（28年信越線と命名）。８月福

井県代議士・海軍大佐八田裕

次郎日本人第１号別荘を建て

る。雨宮新田で外人避暑客の

指導によりかんらん（キャベツ）が初めて栽培される。

※当時の別荘建築費：地元の民家や旅篭を移築改装。土地代

１坪３～５銭建築費１坪5～6円　1戸200～300円

1894 明治27 日清戦争、翌年終戦。養蚕篭のテニスコート第１号できる。

1895 明治28 亀屋旅館（佐藤万平）にガラス戸を入れ、畳を取り払い欧米

風の外人専用第１号・万平ホテル開業。各部屋にカメを便器

として置き、毎日洗う。別荘15戸

1896 明治29 外国人軽井沢村できる。外国人は「避暑人会」を組織。「飲む

（酒）・打つ（博打）・買う（売春）禁止」など軽井沢憲法制定

1897 明治30 超教派的合同教会・軽井沢合同基督教会(ユニオンチャーチ)、

ノルマン、バンコムらによって設立。30台の人力車。

1898 明治31 ダニエルン・ノルマン来軽。以後40年間、毎年軽井沢で過ご

し善良清潔な風紀を保つことに尽力。

1899 明治32 外国人の内地雑居実施。鹿島組（鹿島建設）初の貸別荘６戸

建てる。つるやの貸別荘例3ヶ月で3室40円・8室150円。群馬

県下仁田の神津牧場で、軽井沢別荘族向けバター・クリーム

の製造始まる。その後レタス・白菜・トマト・セロリ・クレ

ソンなども栽培始まる。

1900 明治33 浅間山代爆発。火山活動はその後10年続く。

1902 明治35 3月　A・C・ショー没する　

1904 明治37 日露戦争始る、翌年終戦。山本直三、建坪3300㎡総欅造りの

三笠ホテル着工。翌年落成　39年営業開始。40年本館完成。

桜の沢（幸福の谷）に本格的西洋ホテル万平ホテルを建設。

1905 明冶38 日本キリスト教「軽井沢教会」設立。別荘102戸

中山農園旧軽井沢に出店。トマト、トマトソース、ブルーベリ

ージャム、ジュース、ピクルス、クリームコーンなど製造発売

1906 明冶39 7月　日本女子大学夏季寮・三泉寮開設。学生寮代１号

1907 明冶40 青年有志による初のスケート場開設。軽井沢のスケート史始る。

1908 明冶41 清水テーブル店、栃の木で作った家具店開業。その後、大阪屋（土

屋虎五郎）全面に草木をデザインした軽井沢彫り家具を確立。

1909 明冶42 韓国李皇太子、伊藤博文の案内で教育係の末松別荘に滞在。

雨宮池でフィギャースケート・晴山ホテルの大沼池で下駄ス

ケート始まる。信濃追分駅開設（夏のみ停車）

1910 明冶43 東京―軽井沢間電話線開通。7月　沓掛（中軽井沢）駅開業。

桂太郎総理大臣離山に別荘を建てる。当時の主義「娯楽を人

に求めずして、自然に求めよ」。別荘178。

1911 明冶44 7月　木造2階建洋館・軽井沢郵便局開業、来軽避暑客数は来

去に際し氏名・住所を郵便局に届ける。避暑客宿泊者数外国

人6597・日本人5406人、延べ宿泊客12万1644人。外人別荘

135戸・日本人別荘40戸

1912 明冶45 （大正元年）5月　横川―軽

井沢間アブト式電化完成。日

本最初の電気機関車運行。別

荘193戸

※明冶末、鹿島の森の芝を植

えただけの粗末なグランドで

草野球始まる。

1913 大正2 別荘216戸に。2代目星野嘉助（国次）、白糸の滝を源とする

湯川に軽井沢で始めての神社風の温泉浴場と旅館を建てる。

1914 大正3 第1次世界大戦始まる。軽井沢に初めて電灯がつく。星野温

泉開業。

1915 大正4 7月　草軽鉄道10㌔蒸気機関車で営業開始。

野沢源一郎、200万坪の農場や牧場を譲り受け現在の不動産

分譲事業の草分けともいえる別荘経営と土地分譲を始める。

六本辻を設け雲場池を造り40戸の洋風別荘を造る。交番を置

き、部長官舎までをつくり、一流商店やクリーニング・床屋

まで呼んで別荘生活の弁を図る。大正9年には別荘客のため

に長尾原に軽井沢発の9ホールのゴルフ場を開き、水泳プー

ル・グランド・野球グランドなども造った。200万本のカラ

マツやモミの植林も行う。ここの別荘主には大隈重信・加藤

高明・後藤俊平・徳川慶久・細川護立・新渡戸稲造などが名

を連ねる。

1916 大正5 12月　ディー・シー・ライク、ダニエル・ノルマンら軽井沢

避暑人会を発展させ「軽井沢避暑団」設立し軽井沢の町政に

も参画。軽井沢に来往する者の心身鍛錬向上と文化教養に寄

与される。「会員は品行方正にして節操の人たるを要す」｢飲

む・打つ・買うの追放｣、いわゆる軽井沢憲法再確認。日曜

休み、品物の原価を調べ売り値をおさえる。別荘316戸に。

1917 大正6 別荘500戸越す（軽井沢460戸・千ケ滝60戸）

1918 大正7 1月　堤康次郎は沓掛区有地ほか山林60万坪を3万6000円（坪

５銭）で買収。大正8年より千ヶ滝開発・別荘分譲に着手。

7月23日～8月26日、軽井沢夏季大学開講・総裁後藤新平・会

長新戸部稲造。

1921 大正10 星野温泉で芸術自由講習会開催される。講師に北原白秋・広

田龍太郎・山本鼎。参加者には内村鑑三・島崎藤村・沖野岩

三郎などそうそうたるメンバーに全国各地の熱心な教員たち

が140人も集まる。別荘500戸越す。

1922 大正11 7月23～8月28日　軽井沢避暑団日本人有志で｢軽井沢集会場｣

建設。講習会・音楽会・映画会・展覧会など開催。来避暑客

5000人を越える。

1923 大正12 有島武郎別荘で情死。別荘542戸。貨物輸送天然氷が1位に。

1925 大正14 軽井沢避暑団,診療所新築・医院長マンロー。アメリカ大使バ

ンクロット軽井沢で死去。南軽井沢飛行場できる。人口7530

1926 大正15 （昭和元年）草軽鉄道神軽井沢―草津間55.5㌔全通。

1927 昭和２ 7月24日～8月15日　避暑客のため初の臨時列車運転。8月15

日までで日本人6025人・外人1480人。

1928 昭和3 朝香宮、千ヶ滝に皇室関係者で最初の別荘を建てる。初めて

の水道敷設される。浅間山大爆発。

1930 昭和5 1月 ｢財団法人南が丘会｣組織。18ホール東洋一の新ゴルフ場計画

1931 昭和6 満州事変起こる。軽井沢競馬場、南軽井沢馬越原に開設。

1933 昭和8 新ゴルフ場開業。会長徳川圀順→近衛文麿。軽井沢別荘協会

設立。

1935 昭和10 聖パウロカトリック教会・アントニオ・レイモンドの設計で

建築される。・チェコスロバキア風の牧歌的な建物

別荘数2195・会社寮137・学校寮8684.

1936 昭和11 軽井沢中央通り大火。別荘1,000戸越す。

1937 昭和12 支那事変起こる

1939 昭和14 第2次世界大戦始まる

1942 昭和17 「財団法人軽井沢会」発足。

1945 昭和20 皇后陛下近衛別荘に疎開。終戦。

1946 昭和21 満州国大日向開拓団引揚げ、借地国有林へ入植。

1947 昭和22 米進駐軍、万平ホテル接収。10月　昭和天皇、甲信地方ご巡

軽井沢第1号ACショーの別荘

碓氷峠めがね橋

アブト式鉄道


